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判定は総合的に判断する。 
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→類似疾病検査 

① 70 豚コレラ  ② 82 豚丹毒  ③ 75 トキソプラズマ病 
④ 102 ヘモフィルス・パラスイス感染症（グレーサー病）  ⑤ 92 浮腫病 
 

(1) 疫学調査  

① 8 週齢～7 ヵ月齢の発育のよい豚に発生しやす

い。 
② 輸送、運動、闘争などストレスを受けた直後に

発生する場合がある。 
③ 不飽和脂肪酸含量が多く、またセレンやビタミン

E 含量の少ない飼料の給与 
 

(2) 臨床検査  

① 何の前触れもなく突然死する場合がある。 
② 主要症候は、呼吸困難（開口呼吸）、チアノー

ゼ（腹部、耳、会陰部、腿部）、運動失調などで

ある。 
③ 多くの場合、体温は正常である。 
 

(3) 剖 検 

① 心臓の内膜、外膜に点状あるいは斑状の出血

が認められる（マルベリー心臓病）。 
② 心筋は深紫赤色に縞状あるいは樹脂状に変色

し、その外観は桑の実状を呈する（マルベリー

心臓病）。 
③ 肝臓には広範な壊死部が部分的に存在し、病

巣部周辺の肝小葉の中心は暗赤色でまだら状

にみえる（食餌性肝臓病）。 
 

(4) 生化学分析  

血液（同居豚についても実施することが望ましい。） 
① 血漿・血清トコフェロールの測定 1) ：50µg/dl 以

下に低下 
② 血清セレンの測定 2), 3) ：20ng/ml 以下に低下 

 

飼料（必要に応じて実施） 
① 飼料中トコフェロールの不足 4) 
② 飼料中セレンの不足 2), 3) 

 

測定飼料の飼料成分表を参照して判断する。 
 

(5) 病理組織検査  

① 心筋の充血と出血（マルベリー心臓病） 
② 骨格筋には退行性変化が、肝臓では肝細胞の

壊死、出血などが認められる（食餌性肝臓病）。 
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